
まずはマジックで綺麗に塗ってあげています。
おしゃべりを楽しみながらあっという間にカラ
フルなたまごが完成しました。できあがったた
まごは大事そうに抱えて保育者やりす組の子ど
も達にも見せてあげていました。

たまごだけ置いておくのは、心配になったよう
で、ふかふかのベットを用意してあげよう！と
盛り上がっていました。思うような素材を確認
したり、「こっちがいいんじゃない？」「いい
ね〜。」「やっぱりこれにしよう！」とあれや
これや言いながらもベットの完成。

遊んでいる途中にも「もしかしたら産まれたか
もしれん！」と何度か確認に行っていました。

「恐竜の赤ちゃんは何を食べるんかな〜？」「ミル
クじゃない？」「そうかも！じゃあ作ろう！！」そ
う言ってミルク作りに。「何色のミルクを飲むんか
な〜？」と話しながら思い思いの色の恐竜のミルク
ができあがりました。子どもたちで寝床も準備して
あげていました。いつ産まれても大丈夫ですね。
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本日のねらい・内容
昨日お散歩先から持ち帰った恐竜のたまご？不思議なたまごをきれいに色付けしてあげていました。色
付けしたり、ベッドを作ってあげたりしていく中で、子どもたちのイメージもどんどんふくらみ、もし
かしたら、、、、？とお友達と色々なことを想像しながら楽しんでいました。

成長の視点

今後の展開
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